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総合計画とは

まちづくりの将来像

　「第２次加賀市総合計画」は、本市の最上位計画に位置づけられるものであり、加賀市の今後10年間の全て

の施策の方向性を定めるものです。

　「基本構想」は、おおむね10年後の加賀市の目標

を設定するものです。

　具体的には、加賀市の目指すべきまちづくりの

「基本理念」、目標人口などを設定する「将来人口」、

加賀市のビジョンを示す「将来都市像（テーマ）」、都

市の構造を設定する「将来都市構造」、市の施策を体

系づける「施策の大綱」などで構成されます。

　平成27（2015）年9月に制定した「加賀市民憲

章」の考え方を踏襲し、右の３つの考え方を加賀市

が目指すべきまちづくりの「基本理念」とします。

　加賀市が目指すべきまちづくりの「基本理念」のもと、加賀市の特徴である観光・交流活動やものづくり活

動のさらなる振興と、未来を担う「人」づくりを行うことで、いつまでも市民や加賀市を訪れるすべての「人」

に、加賀市を選んでもらえる、「人」にあふれた賑わいあるまちづくりを進めていきます。

　「実施計画」は、「基本構想」における「施策の大綱」に沿って、「将来都市像（テーマ）」の実現のために、具体的

な施策と事業計画を設定するものです。

長期的なまちづくりの方向性
・基本理念　　　・将来人口
・将来都市像（テーマ）
・将来都市構造　・施策の大綱

具体的な施策・事業

基本構想

実施計画

第２次加賀市総合計画

【第２次加賀市総合計画の構成】

基本構想 平成29（2017）年度～平成38（2026）年度の10年間

前期実施計画 平成29（2017）年度～平成32（2020）年度の４年間

中期実施計画 平成33（2021）年度～平成36（2024）年度の４年間

後期実施計画 平成37（2025）年度～平成38（2026）年度の２年間

計画の対象期間

自然・歴史・伝統が息づく　住んでいたい　来てみたいまち
～地域の強みを活かし、ともに進める　人・まちづくり～

伝
統
が
息
づ
く

住
ん
で
い
た
い

来
て
み
た
い
ま
ち

〜
地
域
の
強
み
を
活
か
し
、
と
も
に
進
め
る

ま
ち
づ
く
り
〜

基本構想

基本理念

将来都市像（テーマ）

実施計画

・歴史と伝統文化の尊重

・美しい自然の保全と継承

・暮らす人や訪れた人が笑顔になるまち
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施策の大綱

「将来都市像（テーマ）」の実現に向け、7つの「基本方針」に基づき、施策の展開を進めていきます。

2つの柱で、バランスの良い市政運営を行います。
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め
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　人
・
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り
〜

安心の子育てと地域に根ざした教育による笑顔あふれるまちづくり

❶妊娠期から出産までの支援

❷子育て支援・サービスの充実

❸家庭教育支援の充実と環境の構築

❹魅力ある学校教育内容の充実

❺時代に即した、安全・安心の学習環境づくり

❻スポーツ活動の振興

❼生涯学習の振興

基本
方針1基本
方針1
子育て

教育

観光と歴史、文化の振興による賑わいのあるまちづくり

❶戦略的な観光振興施策の推進

❷三温泉共創による地域の魅力づくりの推進

❸都市圏への戦略的観光プロモーションの推進

❹海外都市交流とインバウンド観光の推進

❺国内都市との広域交流の推進

❻伝統文化の継承・文化活動の充実

基本
方針2基本
方針2
観光

歴史

文化

いつまでも元気で健やかに暮らし続けられるまちづくり

❶地域福祉の充実

❷地域包括ケアシステムの構築

❸健康づくりの推進

❹医療提供体制の充実

❺高齢者福祉の充実

❻障がい者福祉の充実

基本
方針4基本
方針4
保健

医療

福祉

豊かな自然を守り育てる、美しく快適なまちづくり

❶自然環境の保全

❷良好な歴史的景観の保全

❸交通ネットワークの充実

❹地域公共交通の充実

❺上下水道の適正管理

❻憩いの場の充実

基本
方針6基本
方針6
環境

都市基盤

将来を見据えた、効率的な行財政で支えるまちづくり

❶市政への市民参画の促進

❷広報・広聴体制の充実

❸公共施設の適正な維持管理

❹計画的な行財政運営

基本
方針7基本
方針7
行財政

ものづくりと雇用創出で、活力と勢いのあるまちづくり

❶産学官連携によるまちづくりの振興

❷IoTなどを活用した人材育成と新産業・研究への支援

❸企業誘致の推進

❹地元就職の促進とＰＲの推進

❺新規創業の支援

❻商工業の振興

❼伝統産業の継承・活性化

❽農林水産業の振興

基本
方針3基本
方針3
ものづくり

伝統産業

みんなが手をとり、いきいきと安心して暮らせるまちづくり

❶市民交流・まちづくり活動の活性化

❷若者などの移住・定住の促進

❸独身男女の願いを叶える出会いの創出

❹人権が尊重される社会の形成

❺男女共同参画の推進

❻ボランティア活動の推進

❼防災対策の充実

❽空き家対策の推進

❾交通安全・防犯の充実

基本
方針5基本
方針5
人・まちづくり

『将来への備え』 『成長戦略』
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子育て

保健 医療 福祉

『将来への備え』

基本
方針1基本
方針1

基本
方針4基本
方針4

安心の子育てと地域に根ざした
教育による笑顔あふれるまちづくり

いつまでも元気で健やかに
暮らし続けられるまちづくり

【主な事業】

●保育園保育事業

●保育料の軽減事業

●子育て応援ステーション運営事業

●多子世帯放課後児童クラブ利用助成事業

●（仮称）楽しい遊び場整備事業

●第３子以降給食費無償化事業

●こども医療費助成事業

●出産準備手当給付事業

●三世代ファミリー同居・

　近居促進事業

●妊娠期パパママ教室事業

【主な事業】

●地域見守り支えあいネットワーク事業

●包括ブランチ及び
　地域福祉コーディネート業務事業

●若者等就労支援事業

●健康づくり事業（KAGA健食健歩プロジェクト）

●グリーンスポーツ推進事業

●在宅医療介護連携推進事業

●介護予防・日常生活支援総合事業

●認知症予防・支援体制構築事業

●介護支援ボランティア制度事業

●理解促進研修・啓発事業

「子育て安心パッケージ」の推進

　県内でトップクラスの子育てしやすい環境を整え、加

賀市で子どもを産み育てたいと思えるまちづくりを進め

ます。

 
〈子育て世代に向けた支援の充実〉

　子育て世代の経済的負担となって

いる保育園保育料や放課後児童クラ

ブ保育料、学校給食費、医療費、病児・

病後児保育料等を軽減することで、

安心して第2子、第3子を産み育てる

ことができる環境を作ります。

〈子育てに関する相談環境の充実〉

　妊娠期から子育て期までの切れ目のない相談支援を、「子育て

応援ステーション かがっこネット」において一体的に行うこと

により、安心して子育てできる環境を作ります。

〈子育てと仕事が両立できる環境の充実〉

　３世代が同居や近居するための費用助成や、年度途中の児童

の保育園入園に備えるとともに、子どもが天候に左右されず遊

べる「魅力ある楽しい遊び場」を整備することで、安心して子育

てと仕事が両立できる環境を作ります。

健康で健やかな暮らしの推進

〈地域包括ケアシステムの推進〉

　自分らしい暮らしをいつまでも送ることができるとともに、

状況に応じた支援を地域で受けることができるように、医療・介

護・予防・住まい・生活支援を包括的に確保し、提供します。

〈若者等就労支援の推進〉

　就労支援プログラムを策定し、市内の若者等の就労困難者の

自立を支援します。また、都市部の若者等の就労体験を受け入れ

るとともに、定住の促進にも取り組みます。

主な取り組み
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都市基盤

人・まちづくり

『将来への備え』

基本
方針5基本
方針5
みんなが手をとり、いきいきと
安心して暮らせるまちづくり

【主な事業】

●まちづくり活動助成事業

●ローカルベンチャー育成事業

●加賀市版「生涯活躍のまち」構想推進事業

●婚活支援事業

●男女共同参画推進事業

●防災緊急情報伝達システム（防災行政無線）整備事業

●消防施設・設備整備事業

●空き家バンク構築事業

●交通安全推進事業

基本
方針6基本
方針6
豊かな自然を守り育てる、
美しく快適なまちづくり

【主な事業】

●地域交通対策（KAGAあんしんネット）事業

●大聖寺十万石城下町史蹟再生事業

●文化的景観保護推進事業

●都市計画基礎調査事業

●橋梁長寿命化対策事業

●配水管網整備事業

基本
方針7基本
方針7
将来を見据えた、効率的な
行財政で支えるまちづくり

【主な事業】

●パブリックコメントの積極的展開事業

●新聞・SNS等広報推進事業

●公共施設マネジメントの推進

●地方公会計整備事業

●行政評価「公開外部評価会」開催事業

●「行政改革大綱」の推進

行財政

公共施設の適正な維持管理の推進

　人口の減少等、公共施設を取り巻く社会環境の変化に

的確に対応するため、「公共施設マネジメント」基本方針

に基づき、施設の長寿命化や機能転換、統廃合等を進める

ことで、将来を見据えた適正な維持管理を行います。

〈ＫＡＧＡ健食健歩プロジェクトの推進〉

　市民が主体的に健康づくりに取り組めるような仕組みを構

築し、食と運動の健康づくりを市民運動として推進します。タニ

タ健康プログラムで運動習慣の定着を図り、健康づくり事業へ

の参加に対しインセンティブ

の提供を行い、健康づくりへの

機運を高めます。

「人口減少対策」に向けた取り組みの推進

　平成38（2026）年度の目標人口である65,000人の

達成に向け、地域とともに進める人・まちづくりを目指し

ます。

 
〈プラス・カガの推進〉

　本市への新しい人の流れをつくるため、若者や高齢者等が活

躍できる「全員参加社会」の実現を目指す包括的移住・定住の促

進に取り組みます。

▶ローカルベンチャー育成プロジェクト

　　地方での起業を志望する都市部の若者等を募集し、民間事業 

　者とも連携することで、市内での起業に向けた支援を行います。

▶生涯活躍のまちプロジェクト

　　新たなチャレンジに向かう元気な中高年や若者の移住を

　促進する、「生涯活躍のまち」づくりを進めます。

 
〈縁結び支援の推進〉

　結婚を希望する独身男女の支援を行

う地域の仲人ボランティア「かが縁結

びさん」の協力により、独身男女の出会

いの場作りを行う等、結婚に向けたサ

ポートを行います。

主な取り組み
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『成長戦略』

教育
基本
方針1基本
方針1

基本
方針2基本
方針2

安心の子育てと地域に根ざした
教育による笑顔あふれるまちづくり

観光と歴史、文化の振興による
賑わいのあるまちづくり

【主な事業】

●家庭教育の啓発・周知活動の推進事業

●小中学生におけるプログラミング教育の推進事業

●小中学校の教育推進事業

●国際教育交流事業

●加賀温泉郷マラソン・寛平ナイトマラソンの開催

●スポーツ交流推進事業

●中谷宇吉郎自然科学と

　芸術による研究教育事業

●ふるさと学習の推進

【主な事業】

●加賀温泉郷誘客促進事業

●温泉地回遊性向上事業

●ガーデンシティ構想推進事業

●柴山潟周辺整備事業

●観光地ブランド化推進事業

●越前加賀インバウンド推進事業

●インバウンド戦略事業

●海外都市交流事業

●日本遺産推進活動事業

●伝統文化・芸能伝承の
　支援事業

●「坂網猟」保存事業

時代に即した魅力ある学校教育の推進

　自らの可能性を十分発揮し、社会で活躍できる地域人

材を育成するため、学力の向上と創造力や柔軟な思考力

を育む学校教育を推進します。

〈児童生徒の学力向上対策の充実〉

　きめ細かな指導を行うための小中学校臨時講師を、県の配置

に追加して行います。また、「土曜公営塾」や「放課後公営塾」を開

催し、家庭学習への支援を行います。

〈プログラミング教育の推進〉

　ものづくりへの興味・関心を高めるため、コンピュータに処理

させるための指示を行うことを体験し、論理的思考を学ぶ「プロ

グラミング教育」を進めます。

戦略的な観光振興施策の推進

　本市が有する豊富な観光資源を磨き上げるとともに、

誘客プロモーション活動を拡充し、国内外から更なる観

光誘客を推進します。

〈海外都市交流・インバウンドの推進〉

　近年、増加している外国人観光客が、安心して訪れることがで

きるよう、受入れ体制の整備を進めるとともに、アジア諸国を中

心に観光プロモーションを積極的に行い、外国人の観光誘客を

進めます。

〈柴山潟遊歩 景観観光ルートプロジェクトの推進〉

　柴山潟周辺の水辺景観を活用した温泉街の魅力づくりに向

けて、湖岸遊歩道や視点場、新堀川沿い修景緑化等の整備を進め

ます。

　また、片山津ＩＣからの

ゲートウェイとして重要な

位置にある手塚山公園等

を、柴山潟周遊ルートと関

連付け整備します。

観光 歴史 文化

主な取り組み
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『成長戦略』

ものづくり産業の振興と雇用の創出

　ものづくり産業の振興を積極的に進め、就業の場を確保

するとともに、専門性の高い産業人材の育成を進めます。

〈IoTを核とした人材育成と産業イノベーションの推進〉

　企業が抱える課題解決のツールとしてIoT※を導入し、技術の

習熟に向けた講習を実施することで、産業人材の育成を支援し

ます。また、創業・起業するためのインキュベーションルームや

融資・経営相談等の創業経営支援、製造業や農業分野等での生産

性向上を目指すIoT技術

の実証実験を行います。

〈海外販路開拓の推進〉

　人口減少により縮小する国内マーケットから海外に販路を

見出すため、「加賀市貿易推進機構」を中心に、本市が誇る優れた

地場産品の海外販路開拓を支援します。

北陸新幹線を見据えた
　　　加賀温泉駅周辺整備の推進

　市の玄関口としてふさわしい賑わいのある空間の創出

に向け、加賀温泉駅周辺の整備を進めます。

〈加賀温泉駅周辺整備の推進〉

　平成34（2022）年度末の北陸新幹線金沢敦賀間開業に向け、

交通結節点である加賀温泉駅の機能を充実するとともに、加賀

温泉駅や駅前広場における賑わいを創出するため、駅舎や駅周

辺の整備を行います。

基本
方針3基本
方針3
ものづくりと雇用創出で、
活力と勢いのあるまちづくり

【主な事業】

●スマート加賀IoT推進事業

●ロボレーブジャパン国際大会推進事業

●ロボット研究支援事業

●産学官連携体制構築事業

●産業人材育成支援事業

●企業誘致推進事業

●高校生人材育成支援助成事業

●創業支援事業

●海外輸出促進事業

●伝統山中漆器後継者育成助成事業

●九谷焼技能後継者奨励費助成事業

●地産地消・6次産業化推進事業

ものづくり 伝統産業

基本
方針6基本
方針6
豊かな自然を守り育てる、
美しく快適なまちづくり

【主な事業】

●ポイ捨て等のない美しいまちづくり推進事業

●クリーンビーチ・インかが開催事業

●北陸新幹線関連事業

　・加賀温泉駅周辺整備事業

　  　駅前広場及び駅北側整備

 　 　都市施設（観光案内所等）整備

　・新幹線加賀温泉駅舎デザイン案選定事業

新幹線環境

※この図は、新幹線駅舎の

位置と大きさをイメージす

るためのもので、完成予想

図ではありません。

新幹線駅舎

加賀市美術館

※IoT…モノとモノをインター

ネットでつなぎ、新たな付加価

値を生み出すもの

主な取り組み



　今般、平成29（2017）年度からのまちづくりの指針として、「第2次加賀市総合計画（基本構

想）」を策定し、「自然・歴史・伝統が息づく  住んでいたい  来てみたいまち」を目指し、各種施策展

開を図っていくこととしております。

　前期4年間の具体的事業展開を示す「前期実施計画」におきましては、「基本構想」に掲げる7つ

の基本方針に基づく分野別施策と、従前から取り組んでいる「将来への備え」と「成長戦略」という

2つの柱により、バランスの取れた事業展開を図ってまいりたいと考えており、「加賀躍進プロ

ジェクト」として、とりまとめたものであります。

　この「加賀躍進プロジェクト」を、市民の皆さまのご理解とご協力を賜りながら、力強くスター

トを切り、スピード感のある事業展開を図ってまいりたいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。

　この計画は、平成38（2026）年度を目標年度として策定した「第２次加賀市総合計画（基本構想）」に基づき、平成29

（2017）年度から平成32（2020）年度までの4年間に実施する施策・事業を総合的かつ計画的に推進することを目的に策

定したものです。

　基本構想に掲げる「将来都市像（テーマ）」の実現に向け、本市として重点的に取り組む施策・事業を中心にまとめています。

　今後は、この計画に掲げる施策・事業の進捗状況を的確に把握しながら、本市が置かれている状況や社会環境の変化等を

踏まえた見直しも行い、計画的に推進します。

市民の皆さまへ

計画策定の主旨

加賀市長　宮 元　陸

第２次加賀市総合計画 前期実施計画
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